
 
 
 

域内の小中学校では、もうすぐ１５日間の冬休みを迎えます。子供たちは、長い冬休みをどのように過

ごそうかと考えている真っ最中だと思います。 

さて、１１月２６日（火）に開催された第２回県学力向上対策会議の中で、いわき市の実践事例が紹介

されました。「いわき市教育委員会では、『学力に関する調査について、（学校・学級ごとに実態が違う

ので）市全体で語ってもあまり意味がない』という認識に至り、『学校カルテ（学校・学級ごとの分析資

料）』の作成を目指した」という内容でした。 

南会津域内においても、授業実践の充実に向けて、各校で全国学力学習状況調査やふくしま学力調査の

結果分析に取り組まれたものと思います。南会津教育事務所でも、域内すべての小中学校の調査結果を確

認し、解答や児童生徒の生活習慣の傾向を分析しました。 

ふくしま学力調査については、学力を大きく伸ばし、なおかつ県平均を上回ったクラスが、域内には対

象５９（小４～中２）クラスの中に１２クラスありました。これらのクラスは、児童生徒質問紙の下記の

項目について、肯定的回答の割合が高いことが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、ふくしま学力調査について、「安全・安心な学級風土づくり」によって学力を高めた域内の小中

学校の取組等が掲載された事例集（県教委作成）を後日お届けしますので、ぜひ３学期や次年度の実践に

お役立てください。 

さらに、個人に焦点を当てて域内の児童生徒質問紙を分析していくと、正答率の高い子は、授業に関し

て下記の傾向にあることが分かりました。 

 

 

 

 

 

  
南会津教育事務所学校教育課だより 

自立と共生 

 

令和６年１２月１３日（金）発行 

○ 学級は落ち着いて学習する様子である。 

○ 学習の準備を整え、授業に臨むことができている。 

○ 先生や友達の発表をしっかり聞き、発表することができている。 

○ 話し合いや交流によって、考えをしっかり持てるようになった。 

○ 話し合いや集めた資料から、考え方が変わったり深まったりした。 

○ 先生は、分かるまで教えてくれる。 

○ 家庭での１日あたりのインターネット使用量が２時間以内。 

○ 月に３冊以上読書をしている。 

○ 休日の家庭での１日当たりの学習量が１時間以上。 

第１４９号 

個人カルテ 

○ 「ノートに書く」「声に出す」などの作業を確実に行っている。 

○ 計画的に学習に取り組んでいる。 

○ 自分の状況に合わせて学習方法を柔軟に変更している。 

○ （好き嫌い等の）感情をコントロールして学習意欲を高めている。 



学力向上という点では、先生方が時間をかけて作成してくださった「通知票」や全国学調・ふくしま学

調・ＮＲＴ等実施後に返却される「個人票」は、「観点ごとの達成状況」「領域ごとの到達度」「平均値

との比較」など、一人一人について詳しい分析がなされた最も身近で具体的で有益な「個人カルテ」だと

捉えます。 

「通知票」や「個人票」が配付された後、 

児童生徒の取組の様子に変化は見られるで 

しょうか。子供たちは、右図のように可視 

化された自分の学習状況を「見て」、自身 

の学習改善に「つなげて」いるでしょうか。 

 域内の多くの学校の児童生徒が、先生方 

のご指導の下で家庭での自主学習に励んで 

います。興味や関心のあることに取り組む 

ことも大切ですが、バランスよく力を高め 

るには、「個人カルテ」等をもとに、とき 

には苦手なことにチャレンジすることも必 

要です。 

 今年度、大きく学力を伸ばした学校のひ 

とつである域内のある中学校では、「ノー 

勉強ゼロ」を掲げ、先生方が作成した「学習の手引き」を生徒に配付し、家庭学習の一層の充実に努めて

きました。「学習の手引き」には、教科ごとに下記のような「不得意な内容の克服の仕方」や「得意な内

容のレベルアップの仕方」などが具体的に示されおり、生徒の「何をすればいいの？」を解決する大切な

アイテムになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 要請訪問等で学校を訪れるたびに、日々、先生方が「こんな姿になってほしい」という思いで、充実し

た授業を提供してくださっていることを実感してきました。先生方の授業実践を確実な定着につなげるに

は、「授業とつながる家庭学習の充実」が欠かせません。 

 これから迎える冬休みの学習や受験の準備の中で、ぜひ「個人カルテ」や「家庭学習の充実」にも目を

向け、３学期の授業につなげていきましょう。 

 福島県教育庁南会津教育事務所 学校教育課 

TEL 0241-62-5255 HP https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70510a/ 

「ふくしま学力調査保護者用リーフレット」より 

○ 新出の語句を使って短文を作ろう。（国語・英語） 

○ できないことをできるようにするのが勉強です。教科書などを見直し、「できる問題」と「できな 

い問題」を区別しよう。できない問題の解き方を調べ、解けるようになるまで繰り返そう。ただ漫然 

と取り組んでも効果はありません。（数学） 

○ 教科書を何度も音読しよう。黙読よりも内容が頭に入ります。（英語） 

○ 教科書の内容を読むと、頭の中で学習したことを整理できます。（社会） 

○ テスト範囲が発表されたら、すぐに目標と学習の計画を立てよう。（全教科） 

○ 家庭学習時間は毎日９０分以上確保するように努めましょう。 

○ １日のメディア利用時間の合計を２時間以内に抑えましょう。 


